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一 

　
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
の
概
要

1　
は
じ
め
に

　
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
は
、

地
域
企
業
の
付
加
価
値
向
上
の
た
め

に
作
成
さ
れ
た
、
企
業
の
「
健
康
診

断
」
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
金

融
機
関
に
お
い
て
は
、
事
業
性
評
価

の
入
口
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
の
概
要
に
加
え
、
支
援

機
関
・
金
融
機
関
内
で
の
利
用
状
況

や
、
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
整

理
す
る
。

　
検
討
の
経
緯

・ ２
０
１
５
年
６
月
：「
日
本
再
興
戦

略 
改
訂
２
０
１
５
」
に
て
ロ
ー
カ
ル

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
策
定
が
盛
り
込
ま

れ
る

・ ２
０
１
６
年
４
月
：
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
公
表

・ ２
０
２
１
年
５
月
：
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
マ
ー
ク･

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
公
表

２　
全
体
感

　
ま
ず
、
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

の
概
要
を
説
明
す
る
。
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
は
２
段
階
の
取
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
第
１
段
階
と
し
て
地

域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
）
を
用
い
て
地
域
経
済
の
分
析
を

行
う
。
第
２
段
階
と
し
て
、
企
業
と

の
対
話
を
通
じ
た
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ

マ
ー
ク･

シ
ー
ト
の
作
成
に
よ
り

「
企
業
経
営
の
見
え
る
化
」
を
行
い
、

企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の
源
泉
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
把
握
す
る
。
金
融
機
関

に
お
い
て
は
、
一
連
の
取
組
み
を
通

じ
て
企
業
の
事
業
性
を「
理
解
」し
、

そ
の
後
の
事
業
性
評
価･

融
資
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

３　
財
務
分
析
シ
ー
ト

　
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク･

シ
ー

ト
は
「
財
務
分
析
シ
ー
ト
（
１
枚
）」

と
「
非
財
務
分
析
シ
ー
ト
（
２
枚
）」

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
財
務
分
析
シ
ー
ト
で
は
、
企
業
の

簡
単
な
財
務
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
こ

と
で
、
以
下
の
６
つ
の
財
務
指
標
の

分
析
を
簡
便
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
同
規
模
・
同
業
種
の
企
業
と
比

較
し
た
自
社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
、
直

近
３
期
決
算
の
推
移
に
つ
い
て
、
こ

の
６
つ
の
財
務
指
標
を
用
い
て
レ
ー

ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
て
視
覚
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
表
１
）。

　
金
融
機
関
で
は
独
自
の
企
業
評
価

ツ
ー
ル
を
用
い
て
、
前
記
財
務
指
標

よ
り
も
広
範
な
財
務
分
析
を
行
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
企
業

経
済
産
業
省 

経
済
産
業
政
策
局 

産
業
資
金
課
　
横
川 

翔
哉

ＴＯＰＩＣ

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
企
業
支
援
　

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
企
業
支
援
　

〜
金
融
機
関
と
企
業
の
対
話
〜

〜
金
融
機
関
と
企
業
の
対
話
〜

①　
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

①　
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
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一 

　
金
融
機
関
が
注
力

し
て
い
る
「
事
業
性
評

価
に
基
づ
く
融
資
」

１ 　
こ
れ
か
ら
必
要
な
事
業

性
評
価
ス
キ
ル
の
発
揮
と

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

　
い
よ
い
よ
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済

が
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
の
、
業

況
は
回
復
し
な
い
ま
ま
の
企
業
が
数

多
く
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
長

期
化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
資
源

高
や
円
安
問
題
な
ど
も
重
な
り
、
企

業
に
と
っ
て
環
境
は
悪
化
す
る
ば
か

り
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
苦
境
に
お
い
て
、
地

域
金
融
機
関
に
は
単
に
融
資
を
し
て

見
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
こ
そ
、

経
営
改
善
支
援
や
金
融
支
援
を
伴
う

事
業
再
生
支
援
に
注
力
す
べ
き
局
面

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
場
を
知

る
金
融
機
関
担
当
者
で
あ
れ
ば
言
わ

ず
と
も
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
や
る
べ
き
こ

と
」
を
理
解
し
て
い
る
も
の
の
「
や

り
方
」
に
頭
を
抱
え
る
担
当
者
は
少

な
く
な
い
。
重
要
な
の
は
、
本
業
支

援
を
「
す
る
こ
と
」
で
は
な
い
。
経

営
改
善
に
「
つ
な
が
る
取
組
み
」
に

な
る
こ
と
だ
。
改
善
に
「
つ
な
が
る

取
組
み
」
に
な
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
、「
企
業
を
よ
く
知
る
こ
と
」

こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
最
も
注
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
で

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
企
業
を
「
知

る
」
と
よ
い
の
か
。
そ
れ
に
は
経
営

者
と
の
「
対
話
」
が
鍵
を
に
ぎ
る
。

　
対
話
の
重
要
性
は
２
０
１
４
年
の

「
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
」

か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
方
針
で
は
、
地
域
密
着
型
金
融

を
体
現
す
べ
く
、
地
域
金
融
機
関
に

は
地
域
経
済
活
性
化
を
主
導
す
る
役

割
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
具
体
的
な

手
法
の
一
つ
と
し
て
、「
事
業
性
評

価
」に
基
づ
く
融
資
が
推
進
さ
れ
た
。

事
業
性
評
価
を
行
う
に
は
、
取
引
先

企
業
の
成
長
可
能
性
・
持
続
可
能
性

を
見
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
取
引
先

企
業
の
経
営
陣
と
の
議
論
を
深
め
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
た
（
注
１
）。

　
ま
た
、
２
０
１
６
年
４
月
に
は
経

済
産
業
省
が
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
（
以
下
、「
ロ
カ
ベ
ン
」
と
い
う
）

を
公
表
し
た
。
ロ
カ
ベ
ン
に
は
金
融

機
関
と
取
引
先
企
業
の
間
で
目
線
を

あ
わ
せ
、
共
通
認
識
を
容
易
に
す
る

機
能
が
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
「
事
業
性

評
価
」
を
行
う
に
あ
た
っ
て
非
常
に

親
和
性
の
高
い
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

近
年
で
は
、
事
業
性
評
価
に
お
い
て

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
・
シ
ー
ト

を
作
成
す
る
金
融
機
関
も
増
え
て
き

て
お
り
、
ロ
カ
ベ
ン
を
活
用
し
て
互

い
を
知
ろ
う
と
す
る
動
き
が
確
実
に

浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、地
域
金
融
機
関
が「
や

る
べ
き
こ
と
」そ
の
も
の
で
は
な
く
、

「
や
る
べ
き
こ
と
」
を
や
る
た
め
の

プ
ロ
セ
ス
（
や
り
方
）
に
着
目
し
、

そ
の
中
で
も
ロ
カ
ベ
ン
を
取
り
上

げ
、
ロ
カ
ベ
ン
の
魅
力
や
活
用
方
法

に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

追
手
門
学
院
大
学

追
手
門
学
院
大
学  

経
営
学
部
学
部
長
・
教
授

経
営
学
部
学
部
長
・
教
授
　　
水
野
水
野  

浩
児
浩
児

ＴＯＰＩＣ

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
企
業
支
援
　

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
企
業
支
援
　

〜
金
融
機
関
と
企
業
の
対
話
〜

〜
金
融
機
関
と
企
業
の
対
話
〜

②　
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
企
業
支
援
の
勧
め

②　
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
企
業
支
援
の
勧
め
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中
小
企
業
庁
は
、
２
０
２
２
年
３

月
17
日
に
「
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
第
３
版
）」
と
と
も
に
、
事
業

承
継
に
関
連
す
る
一
連
の
情
報
を

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
表
し
た

（
注
）。
具
体
的
に
は
、「
事
業
承
継

に
関
す
る
主
な
支
援
策（
一
覧
）」「
中

小
Ｐ
Ｍ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〜
中
小
Ｍ

＆
Ａ
を
成
功
に
導
く
た
め
に
〜
」「
中

小
Ｐ
Ｍ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
〜
中
小
Ｍ

＆
Ａ
を
成
功
に
導
く
た
め
に
〜
（
概

要
版
）」「
中
小
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て
引

き
継
い
だ
事
業
の
継
続
・
成
長
に
向

け
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
（
略
称
：
中
小

Ｐ
Ｍ
Ｉ
支
援
メ
ニ
ュ
ー
）」「
中
小
企

業
の
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
に
向

け
た
中
小
企
業
庁
と
一
般
社
団
法
人

中
小
企
業
診
断
協
会
の
連
携
に
つ
い

て
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
２
０
２
１
年

４
月
に
公
表
さ
れ
た
５
ヶ
年
計
画
で

あ
る
中
小
Ｍ
＆
Ａ
推
進
計
画
に
沿
っ

て
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
「
事
業
承
継
に
関
す
る
主
な
支

援
策
（
一
覧
）」
は
、
事
業
承
継
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
セ
ッ
ト
で
公
表
さ
れ

て
い
る
。

　

な
お
Ｐ
Ｍ
Ｉ
（Post M

erger 
Integration
）
関
連
の
情
報
も
、
中

小
Ｐ
Ｍ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
セ
ッ
ト

で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
庁

は
、
Ｍ
＆
Ａ
に
対
し
「
引
継
ぎ
」、

売
手
・
買
手
を
「
譲
渡
・
譲
受
」
と

い
う
よ
う
に
ソ
フ
ト
な
日
本
語
で
表

現
し
て
き
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｉ
に
つ
い
て
も

「
統
合
・
す
り
合
わ
せ
」
と
い
う
日

本
語
を
当
て
て
い
る
。

　
本
号
で
は
、
一
節
で
事
業
承
継
に

関
す
る
支
援
策
を
金
融
に
か
か
わ
る

も
の
を
中
心
に
紹
介
し
、
二
節
で
事

業
承
継
に
お
け
る
第
三
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
策
定
さ
れ
た
中
小
Ｐ
Ｍ

Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
解
説
す
る
。

一 

　
事
業
承
継
に
関
す
る
主

な
支
援
策

１　
類
型
ご
と
の
支
援
策

　
「
事
業
承
継
に
関
す
る
主
な
支
援

策
」
は
、
事
業
を
引
き
渡
そ
う
と
す

る
中
小
企
業
の
経
営
者
、
事
業
を
引

き
継
ぐ
意
向
の
後
継
者
候
補
や
譲
受

会
社
・
個
人
、
事
業
を
引
き
継
い
だ

後
継
者
や
譲
受
会
社
・
個
人
が
、
事

業
承
継
や
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
活
用
で

き
る
支
援
策
を
一
目
見
て
俯
瞰
で
き

る
よ
う
に
と
り
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
あ
る
。
前
半
で
は
、
親
族

内
承
継
、
従
業
員
承
継
、
Ｍ
＆
Ａ
に

分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
で
目
的

ご
と
に
利
用
可
能
な
支
援
策
が
、
現

経
営
者
と
後
継
者
候
補
（
Ｍ
＆
Ａ
の

場
合
に
は
譲
受
側
候
補
）
に
区
分
し

て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
例
を
挙
げ
る
と
、
親
族
内
承
継
に

関
す
る
支
援
策
で
、
現
経
営
者
が
後

継
者
候
補
を
育
成
し
た
い
場
合
や
、

後
継
者
候
補
が
承
継
に
向
け
て
準
備

し
た
い
場
合
に
は
、
中
小
企
業
大
学

校
が
利
用
可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。

２　
主
な
支
援
策
一
覧

　
「
事
業
承
継
に
関
す
る
主
な
支
援

策
」
の
後
半
で
は
、
類
型
ご
と
に
示

さ
れ
た
支
援
策
を
個
別
に
解
説
し
て

い
る
。
そ
の
支
援
策
は
図
表
１
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
す
べ
て
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
内

容
と
問
合
せ
先
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、①
の
事
業
承
継・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
⑪
の
経
営

者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
重
複
し
て

い
る
の
は
、
廃
業
支
援
策
を
区
分
し

中
小
企
業
の
事
業
承
継
・
事
業
引
継
ぎ
を
巡
る

　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
２
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
中
小
Ｐ
Ｍ
Ｉ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

山
本 

昌
弘

明
治
大
学 

商
学
部 

教
授

中
小
企
業
庁
「
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
検
討
会
」
座
長
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最
近
で
は
「
民
事
信
託
」
や
「
家

族
信
託
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る

こ
と
も
多
く
な
っ
た
が
、
民
事
信
託

が
本
格
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
あ

り
、
民
事
信
託
と
い
う
制
度
に
馴
染

み
の
な
い
方
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
本
連
載
で
は
今
回
か

ら
６
回
に
わ
た
り
、
民
事
信
託
の
概

要
、他
の
制
度
と
比
較
し
て
の
利
点
、

契
約
の
締
結
か
ら
終
了
ま
で
の
各
段

階
に
お
け
る
留
意
点
等
に
つ
い
て
解

説
を
行
う
。

　
第
１
回
と
な
る
今
回
は
、
民
事
信

託
の
概
要
と
、
民
事
信
託
に
用
い
ら

れ
る
「
信
託
口
口
座
」
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

一
　
民
事
信
託
と
は

１　
民
事
信
託
の
定
義

　
信
託
は
、
商
事
信
託
と
民
事
信
託

と
い
う
２
種
類
の
信
託
に
分
類
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の「
商

事
信
託
」、「
民
事
信
託
」
と
い
う
言

葉
は
法
律
で
定
義
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
多
義
的
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
は
、
信
託
銀
行
や
信
託

会
社
が
営
業
と
し
て
受
託
す
る
信
託

（
信
託
業
法
の
適
用
な
い
し
準
用
を

受
け
る
信
託
）
を
「
商
事
信
託
」、

こ
れ
以
外
の
委
託
者
の
親
族
等
が
委

託
者
と
の
関
係
に
基
づ
き
受
託
者
と

な
る
信
託
（
信
託
業
法
の
適
用
を
受

け
な
い
信
託
）
を
「
民
事
信
託
」
と

呼
ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

た
め
、
本
稿
で
は
以
下
こ
の
分
類
に

従
う
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
分
類
し

た
場
合
の
民
事
信
託
は「
家
族
信
託
」

と
も
呼
ば
れ
る
。

２　
民
事
信
託
の
設
定

　
信
託
に
お
け
る
主
な
当
事
者
は
、

財
産
の
管
理
処
分
等
を
委
託
す
る

「
委
託
者
」、
そ
れ
を
受
託
す
る
「
受

託
者
」、
財
産
か
ら
生
じ
る
利
益
を

受
け
る「
受
益
者
」の
三
者
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、民
事
信
託
の
場
合
に
は
、

贈
与
税
の
課
税
を
避
け
る
た
め
、
委

託
者
が
受
益
者
を
兼
ね
る
も
の
と
し

て
信
託
を
設
定
す
る
こ
と
が
一
般
的

で
あ
る
。

　
ま
た
、
信
託
は
遺
言
等
に
よ
り
設

定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
（
信

託
法
３
条
）、
民
事
信
託
の
場
合
に

民事信託活用における
ポイント

民事信託活用における
ポイント

押さえておきたい押さえておきたい

● 第１回 ●● 第１回 ●
民事信託とは何か民事信託とは何か

三井住友信託銀行 法務部 弁護士
藤﨑　仁
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住
宅
ロ
ー
ン
、
事
業
性
融
資
、
口

座
開
設
な
ど
の
各
種
の
金
融
機
関
手

続
に
お
い
て
は
、「
登
記
」
と
い
う

も
の
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
読

者
の
方
も
登
記
手
続
が
必
要
な
業
務

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
付
き
合
い

の
あ
る
司
法
書
士
に
依
頼
を
し
た
こ

と
や
、
不
明
点
が
あ
れ
ば
司
法
書
士

に
質
問
を
し
た
経
験
が
あ
る
方
が
多

い
で
し
ょ
う
。
弁
護
士
や
税
理
士
な

ど
、
銀
行
が
連
携
し
て
い
る
専
門
家

は
多
く
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
営
業

店
で
働
く
行
職
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
司
法
書
士
が
一
番
接
触
す
る

頻
度
が
高
い
専
門
家
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
本
連
載
は
、
若
手
の
行
職
員
の
皆

さ
ん
を
念
頭
に
現
場
の
第
一
線
で
働

く
司
法
書
士
が
登
記
制
度
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
ま
す
。
司
法
書
士
の
目

線
か
ら
行
職
員
の
皆
さ
ん
方
か
ら
よ

く
質
問
を
受
け
る
事
項
や
、
実
務
で

間
違
え
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
上

げ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
き

ま
す
。

一
　
登
記
制
度
の
概
要

１
　
登
記
と
は

　
「
登
記
」
と
は
、
不
動
産
や
法
人

の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、「
登
記

簿
」
と
い
う
国
が
備
え
る
帳
簿
に
記

録
し
、
一
般
に
公
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
取
引
の
安
全
に
寄
与
す
る
制

度
で
す
。
帳
簿
と
い
っ
て
も
実
際
に

は
電
子
デ
ー
タ
で
管
理
さ
れ
て
お

り
、
い
わ
ば
国
が
備
え
る
不
動
産
や

会
社
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

２
　
法
務
局
の
位
置
づ
け

　
登
記
に
関
す
る
事
務
は
、
法
務
局

（
＝
登
記
所
）
が
所
管
し
て
い
ま
す
。

法
務
局
と
は
、役
所
の
一
つ
で
す
が
、

市
役
所
や
区
役
所
の
よ
う
な
地
方
自

治
体
が
運
営
す
る
組
織
で
は
な
く
、

法
務
省
の
地
方
組
織
で
す
。
法
務
局

で
は
、登
記
の
ほ
か
、戸
籍
、国
籍
、

供
託
に
関
す
る
業
務
の
ほ
か
、
人
権

擁
護
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

法
務
局
の
組
織
は
、
全
国
を
8
ブ

ロ
ッ
ク
の
地
域
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
を
受
け
も
つ
機
関
と
し
て
「
法
務

局
」（
８
ヵ
所
）
が
あ
り
、
こ
の
法

務
局
の
下
に
、
都
道
府
県
を
単
位
と

す
る
地
域
を
受
け
も
つ
「
地
方
法
務

局
」（
42
ヵ
所
）が
置
か
れ
、法
務
局・

地
方
法
務
局
の
出
先
機
関
と
し
て
支

局
と
出
張
所
が
あ
り
、
全
国
を
網
羅

し
て
い
ま
す
。
開
庁
時
間
は
、土
日
、

登記実務アラカルト登記実務アラカルト

第１回　「そもそも登記ってなに？」第１回　「そもそも登記ってなに？」

司法書士法人 F&Partners 司法書士
北詰 健太郎

営業店業務に役立つ


